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協働促進に係るＵＭＥＣＯ事業について 

 

１ 地域とのネットワーク事業 （参考資料：Hello!UMECO） 

（１）実施状況 別紙のとおり 

（２）工夫している点  

  ・より良い制度とするため、ホームページに設置している報告フォームの中に、簡単な

アンケートも組み込んでいます。 

  ・放課後児童クラブや放課後子ども教室との連携にあたり、子ども達のニーズも考慮し

て出演団体を推薦していきます。 

（３）課題・対応 

・放課後子ども教室に関しては、学校の担当者に高年齢の方が多く、ホームページの活

用等が難しいため、関係部署に報告等の対応をお願いしています。 

  ・地域側のニーズを把握しきれていないため、市担当課と連携しながら地域活動団体と 

   の連携・協働を進めていきます。 

 

２ 企業とのネットワーク事業 （参考資料：サマーフェスティバルプログラム） 

（１）実施状況 

・市内商業施設１か所において、年３回、８団体ずつパフォーマンスを中心とした発表

イベントを実施しています。 

（２）工夫している点 

  ・商業施設での開催にあたっては、音量について要望があるなど、出演団体との調整が

必要となるため、打ち合わせ等を密に行っています。 

  ・商業施設のニーズの範囲内で、市民活動団体への公平な声かけに努めています。 

（３）課題・対応 

  ・現在イベントの開催に協力していただいている商業施設以外で、種々の事情により中

止しているところもあります。今後も協力方法について検討していきます。 

  ・イベントだけではなく、他の方法での協働・連携を検討していきます。 
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３ 団体交流会 （参考資料：本年度団体交流会チラシ） 

（１）実施状況 

  ・令和４年度は、「環境」をテーマに、後述の「パートナーシップミーティング」「団体

交流会」「環境フェスタ」と連続して実施しました。 

・令和５年度は、「インクルーシブ防災」をテーマに９月９日に実施しました。 

（２）工夫している点 

  ・これまでは市民活動団体同士の交流をメインにしていましたが、多様な団体との協働

を進めることで交流範囲を広げています。 

（３）課題・対応 

  ・テーマによっては複数回のイベントを連動させるなど、関係する団体等の状況に応じ

て、柔軟・最適に事業を展開する必要があります。 

    

４ パートナーシップミーティング （参考資料：昨年度のチラシ） 

（１）実施状況 

  ・多様な主体が連携し、相互に協力しあえるマッチングの機会を提供するためのイベン

トとして実施しています。 

  ・令和４年度は、「環境」をテーマにＵＭＥＣＯ単独で実施しました。 

・令和５年度は「ＳＤＧｓ」をテーマに、２月４日に実施する予定です。 

（２）工夫している点 

  ・元は神奈川県との共催事業であり、令和４年度は神奈川県の方針により小田原市では

実施しない予定でしたが、継続することが協働に係る機運を高めるために重要と考え、

ＵＭＥＣＯの単独事業として実施しました。 

（３）課題・対応 

  ・小田原市内に限定してしまうと、協働の可能性を引き出しきれないケースが想定され

ます。さらに広域的に促進することが重要と考え、令和５年度は南足柄市と大井町を

含めた「企業・NPO・大学等パートナーシップミーティング 2023 in 県西（仮称）」と

して実施します。 



市民活動団体と企業との協働事業

期日 2023年８月26日（土）

場所  フレスポ小田原シティーモール

  1Ｆエントランス（マクドナルド前）

   団体名  時 間 演目
 

  第 1 部

1.カマカハワイアンズ 11時00分 フラガール・ハワイアン演奏

2.民話・語り「征の会」11時30分 神奈川県の民話

3.こうめチアーズ 12時00分 キッズチアダンス

              昼 休 み 12時30分～13時00分

第 2 部

4.秀麗会 13時00分 日本舞踊

5.小田原ヨーヨー練習会  13時30分  ヨーヨーの妙技

6.大正琴「花」 14時00分  大正琴の演奏  

7.Ｓポップス   14時30分 ギター、オカリナ演奏

プログラム

主催 おだわら市民交流センター ＵＭＥＣＯ

共催 フレスポ小田原シティーモール

シティモ スマイルステージ

 サマーフェスティバル

時間  11時～15時



UMECO団体交流会

インクルーシブ防災
～みんなで助かるために～

障がいのある人への災害時支援を考えよう

災害時、高齢者や障がい者は多くの困難を抱えます。東日本大震災では、障
がい者の死亡率は住民全体の死亡率の２倍でした。聴覚障がい者が大津波警
報に気づかず流されたり、足の不自由な人が逃げ遅れたり。助かったひとも
「何かできたことがあったかもしれない・・・」と後悔が残ります。
また、今は障がいがなくても、５年先、１０年先、当事者になることも大い
に考えられます。
関東大震災から１００年の節目を迎える令和５年９月。みんなの命を守るに
はどうすればいいのか？みんなで一緒に考える交流会です。

主催 おだわら市民交流センターUMECO

2023年９月９日 土
13：30 ～ 16：30

おだわら市民交流センター
UMECO 会議室１･2･３

定員
80名

参加費
無料

プログラム

１. この地域での災害について

 ◆ 小田原市防災対策課

２. 当事者の話を聴こう

 ◆ バリアフリーネットワークおだわら

 ◆ 小田原バリアフリーを考える会

 ◆ 認定NPO法人 小田原なぎさ会

３. 地域における公助、共助の取組み

 ◆ 小田原市福祉政策課

 ◆ 西湘災害ボランティアネットワーク

 ◆ あゆみの会

４. グループディスカッション

お互いの力を合わせて
何ができるかを考えよう。

オンラインでの参加も可能です

場所

日時

対象

※お申し込みは裏面から

★市民活動団体

★地域で活動されている方

★市民活動団体とつながりたい
団体(企業) 

★一般の方



団体交流会 参加申込書

１．氏名・ふりがな【必須】

２．所属（企業名、団体名、一般 等）【必須】

３．参加方法【必須】（どちらかに〇）

4．連絡先住所

5．連絡先(電話番号及びメールアドレス)【必須】

（電話）

（Email） ＠

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯホームページからメールフォームまたは、

下欄の申込用紙にご記入のうえUMECO窓口もしくは FAX で

8月31日(木)まで にお申し込みください。

■申込先・申込方法

おだわら市民交流センターUMECO

会議室１･２･３

〒250-0011 小田原市栄町1‐1‐27

■会 場

■お問合せ

■お知らせ

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ

電話：0465-24-6611

FAX：0465-24-6633

Email: odawara@umeco.info

（担当：椎野、吉田、梅田、佐藤）

小田原 ＵＭＥＣＯ 検索

おだわら市民交流センター

会場参加 ・ オンライン参加

駐車場は有料です。公共交通機関や乗り合

わせによるご来場をお勧めします。

※ご記入頂いた個人情報については本事業以外には使用いたしません。

ミナカ小田原



｜テーマ｜「今、取り組もう！環境問題」

｜日 時｜ 2022年7月24日(日) 13:30 ～ 16:30

｜場 所｜ おだわら市民交流センターUMECO 会議室１,2,３

｜対 象｜ 中高ならびに大学の学生・職員
 地域・社会課題の解決に向けた取りくみに関心のある市民活動団体や企業
一般の方

｜定 員｜ 50 名（事前申込み）

｜申込み｜ メールフォームまたはＦＡＸでお申込みください。
(詳しくは裏面をご覧ください)

｜参加費｜無料

地域や社会の課題解決に向けて、学生・市民活動団体・企業などの多様な主体が、

それぞれの強みを活かして連携し、相互に協力しあえるマッチングの機会を提供します。
地域の若者と市民活動団体や企業が連携することで、一緒に持続可能な地域社会の実現
を目指しましょう。

開 会  13:30

交流の場  15:15～

PROGRAM

参加者発表 13:35～

グループに分かれ、情報交換をして協働の可能性をさぐります。

・企業の発表 あきさわ園

セブンイレブン小田原飯泉店

・市民活動団体の発表 エコロジカルコミュニティあおいほし

NPO法人和の文化塾

小田原生(いき)ごみクラブ

めだかサポーターの会

・学生の発表 函嶺白百合学園高等学校

相洋高等学校インターアクト部

閉 会  16:30

 ＜主催＞おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ



パートナーシップミーティング2022 参加申込書

１．氏名・ふりがな【必須】

２．所属（企業名、団体名、学生、一般 等）【必須】

３．連絡先住所

４．連絡先(電話番号及びメールアドレス)【必須】

（TEL）

（Email） ＠

５．このイベントを通じて、実施してみたいマッチング事業のイメージやアイディア

6．マッチング後、ともに取り組む相手方に提供できること、または提供してほしいこと。

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ

ホームページからメールフォームまたは、

下欄の申込用紙にご記入のうえFaxで

7月15日(金)までにお申し込みください。

■申込先・申込方法

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 行 ［ＦＡＸ：０４６５-２４-６６３３］

おだわら市民交流センターUMECO 会議室１,２,３

■会 場

■お問合せ

■お知らせ

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ

電話：0465-24-6611
（担当：椎野、吉田、梅田、佐藤）

マスクの着用をお願いします。

※新型コロナウィルス感染拡大の状況によって

は、変更・中止させていただく場合もありま

すのでご了承ください。

小田原 ＵＭＥＣＯ 検索

おだわら市民交流センター

※２、５及び６の内容については、事前に名簿に掲載して配布させていただきます（参加者間の交流促進

のため、ぜひご記入ください）。



in厚木・座間・綾瀬

企業・ＮＰＯ・大学パートナーシップ支援事業

地域や社会の様々な課題解決に向けて、一緒に取り組んでみませんか？
厚木市・座間市・綾瀬市の3市内を中心に、県央地域の企業・NPO・大学など、異なる立場同士の出
会いの場、新しいつながり、協働のきっかけづくりとして、SDGs（持続可能な開発目標）を切り口
にパートナーシップミーティングを開催します。

日 時 ▶ 令和5年1月18日（水）14：00～17：30
会 場 ▶ アミューあつぎ 7階 amyuスタジオ

（感染症拡大状況によりオンライン開催となる場合があります）

対 象 ▶ 県央地域の企業・NPO・大学・ボランティア団体・市民等
（厚木・座間・綾瀬市内に所在がある企業・NPO・大学・ボランティア団体・市民等を優先)

(同一の組織から複数名参加を希望される場合は、ご相談ください）

定 員 ▶ 30名（応募多数の場合は抽選後、結果を通知します）

申 込 ▶ 申込フォームまたはFAX（詳しくは裏面をご覧ください）

締 切 ▶   令和5年 1月   11日（水）（延長しました）
参加費 ▶ 無料

＜主催＞神奈川県、厚木市社会福祉協議会
＜協力＞座間市社会福祉協議会、綾瀬市社会福祉協議会

パートナーシップ
ミーティングの
案内はこちらから☞

プロフィール：
奈良女子大学理学部化学科卒業、関西学院大学

大学院総合政策研究科修士課程修了。情報処理事
業も有する企業に新卒入社後、大規模システム開
発プロジェクト、新規事業立ち上げ等を担当。独
立して株式会社を起業し、社会的事業創出に従事。
2015年より京都市ソーシャルイノベーション研
究所イノベーション・キュレーター。2022年よ
り、長野県立大学ソーシャル・イノベーション創
出センター長。

SDGsの取り組みや協働を進めている実践事例を紹介します。

【企業】第一生命保険株式会社 厚木支社
次席支社長 新田 俊光 氏

【NPO】NPO法人厚木つばきの会 つばき作業所
所長 横見 慎太郎 氏

【大学】神奈川工科大学 地域連携・貢献センター
センター長 小川 喜道 氏

【中間支援組織】社会福祉法人 厚木市社会福祉協議会
地域福祉係

基調講演 14：10～
～
SDGsに関する最新の動向、多様な主体による連携・協働の効果
や先進事例等について解説していただきます。

実践事例紹介 14：40～

グループディスカッション（2回入替） 15：30～

グループに分かれて繋がりづくり、協働の可能性を探ります。
ご希望されるSDGsの分野によって、グループ分けをします。

交流会（参加自由） 17：05～17：30

講師や実践事例紹介者を交えてのフリートークを行います。
情報交換、名刺交換など、交流を図ります。

長野県立大学大学院 教授

ソーシャル・イノベーション

創出センター長

秋葉 芳江 氏

企業・NPO・大学等
パートナーシップミーティング2022
～SDGs × 新たな出会いとつながり～

基調講演



企業・ＮＰＯ・大学等パートナーシップミーティングin 厚木・座間・綾瀬 参加申込書

１．氏名・ふりがな【必須】 ２．所属または団体名【必須】 ３．連絡先(電話・メール)【必須】

＜電話＞

＜メール＞

４．事前に上記項目を記載した名簿を配布します。名簿掲載の可否についてお知らせください。【必須】

□氏名・団体名・連絡先掲載可 □氏名・団体名のみ掲載可 □団体名のみ可

５．当日、参加者へ貴団体のチラシ等の配布が可能です。配布の希望についてお知らせください。【必須】

□配布希望あり（当日40部お持ちください。） □配布希望なし

６．このイベントを通じて、実施してみたいマッチング事業のイメージやアイディア【必須】

７． 貴組織・団体・個人が、ともに取り組む相手方に提供できること（ヒト、モノ、カネなどの資源、組織等

の強みなど）【必須】

※6・7の内容は、事前に名簿に掲載して配布します。

８．SDGsの17の目標のうち、興味のある分野を3つお選びください。【必須】

（優先順位の高いものから1、2、3とご記入ください。）

※8をもとに、グループディスカッションのグループ分けをいたします。申込状況によっては、複数の分野をまとめて

１グループとする可能性があります。

※ ご記入いただいた個人情報等を、パートナーシップ支援事業以外の目的で利用することはありません。

■お問合せ
神奈川県 政策局 政策部 ＮＰＯ協働推進課 電話：045-210-3703

お申込はこちらから👇

厚木市社会福祉協議会 地域福祉係 担当：橿山、小又、石田

電話：046-225-2789 メール： v-center@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

（ ）1．貧困をなくそう
（ ）2．飢餓をゼロに
（ ）3．すべての人に健康と福祉を
（ ）4．質の高い教育をみんなに
（ ）5．ジェンダー平等を実現しよう
（ ）6．安全な水とトイレを世界中に
（ ）7．エネルギーをみんなにそしてクリーンに
（ ）8．働きがいも経済成長も
（ ）9．産業と技術革新の基盤を作ろう
（ ）10．人や国の不平等をなくそう
（ ）11．住み続けられるまちづくりを
（ ）12．つくる責任つかう責任
（ ）13．気候変動に具体的な対策を
（ ）14．海の豊かさを守ろう
（ ）15．陸の豊かさも守ろう
（ ）16．平和と公正をすべての人に
（ ）17．パートナーシップで目標を達成しよう

＜申込フォーム＞

■申込方法 厚木市社協 検索

厚木市社会福祉協議会のHP、申込フォームによる申込または

下欄の申込用紙にご記入のうえ、FAX でお申込みください。
【申込締切：1 月11日（水）】（申込結果は1 月1 2 日（木）までにご連絡いたします。

■厚木市社会福祉協議会 地域福祉係行 ［ＦＡＸ：０４６－２２２－７４４０］
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